
大
南
留
軍
犬
用
二
十
一
回
第
三
曹
寓
便
物
調
可
『
館
市
昂
-
圃
-
自
由
骨
》

干す電量目ーー月寸-&司品目;ご.寸晶君日間ヨ

原 貨資新
料 幣金刻
続 本と天
市IJI 質そ工
と にの開
時 開量物拍
明f入時ナ定及 E聞
統る支
制若;那

;論Z:長叢
間.管
題関

縄 文純iJ;;

E空 車哲車

道 博語博

士 士土土

谷 高小財

田島部
日

保実静

馬郎治

I~t! 
n.目

議

時

m 
口
こと

彦

ケ
イ
シ
ズ
の
『
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題
:
一
線
済
翠
士
柴
田
敬

チ
よ
ペ
コ

l
の
租
税
論
-
-
F
E
-
-
-
:

・
;
・
・
纏
済
串
土
島
恭
彦

再
保
険
皐
設
の
登
展
:
・
・
:
:
:
知
融
市
立
土
佐
渡
宣
平

mH
回
仙

骨
組
凡

ナ
ヂ
ス
に
於
け
る
園
民
共
同
盟
の
理
論

j
i
-
-

経
済
皐
土
中
川
典
之
助

移
住
統
計
法
・
・
・
・
・
・
・
・
純
一
昨
皐
土
青
盛
和
雄

大
都
市
近
郊
の
農
村
・
・
・
:
・
・
級
一

2
2
回

杉

競

官

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
関
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

王L

I!!'J 

第
四
競

七
凶

周 1:

陵売V

.:1L. 

ケ

イ
;./ 

ス

の『一

般
理
論
』
に
閲
寸
る
諸
問
題

!日!3

|羽

L投

lま

し

治E

き

ケ
イ
ン
ズ
の
有
名
友
著
主
日
「
同
附
、
利
子
及
び
貨
幣
の
一
般
理
論
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
註
符
と
多
〈
の
批
判
と
が
出
た

か
ら
、
共
に
就
い
て
今
さ
ら
何
事
か
を
漣
ペ
る
の
は
、
不
必
裂
な
事
の
や
う
に
見
え
る
a

然
し
私
に
は
、
未
亡
説
弘
樹
れ
た
い
一
定

の
問
題
が
あ
る
や
う
に
忠
は
れ
る
し
、
然
も
此
等
の
諸
問
題
は
、
碁
本
的
在
理
論
に
闘
聯
し
て
ゐ
る
の
で
.
此
論
文
を
書
ぐ
次
第
で

あ
る
。大

阪
の
経
済
撃
者
、
特
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
如
き
古
典
派
的
失
業
問
題
と
ケ
イ
ン
ズ
の
失
業
理
論
と
の
開
聯
の
京

要
さ
を
強
調
し
た
い
と
忠
ふ
。
私
は
そ
れ
を
、
他
の
問
題
を
取
扱
っ
た
後
に
取
扱
っ
て
は
ゐ
る
が
。
私
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
閤
及
び

英
国
を
放
行
し
て
ゐ
る
問
に
、
偶
々
、
多
く
の
年
若
〈
才
気
豊
か
な
諸
経
済
問
学
者
に
出
逢
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
人
達
が
、

ケ
イ
ン

ズ
の
確
信
力
あ
る
理
論
に
肢
惑
さ
れ
て
、
資
本
家
的
生
産
儲
系
に
削
有
友
る
よ
り
某
本
的
た
失
業
問
題
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て

and Money， T. M. Keynef>: The Genernl Theory of Ernpl(')yme:ot， Intertst 
'936. 



ゐ
る
や
う
に
見
え
た
と
い
ふ
事
費
さ
へ
友
か
っ
た
た
ら
ば
、
事
貫
主
、
此
論
文
を
書
か
う
と
は
忠
ひ
立
た
た
か
っ
た
か
も
し
れ
友
い
。

た
と
ひ
私
が
、
彼
の
理
論
の
批
判
と
い
ふ
形
で
し
か
綾
注
し
友
い
で
あ
ら
う
に
し
て
も
、
此
事
は
、
私
が
ケ
イ
ン
ズ
の
天
才
と
創

意
と
を
賞
讃
し
左
い
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
議
で
は
全
然
泣
い
。
反
動
に
、
私
は
、
信
著
並
び
に
新
著
か
ら
受
け
た
啓
設
に
叫
制
し
て

• 

感
謝
し
友
け
れ
ば
怒
ら
む
。
此
論
文
は
、
む
し
ろ
彼
に
負
ふ
て
ゐ
る
串
間
上
の
恩
義
に
針
す
る
感
謝
の
棋
と
し
て
苦
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。

一一
ケ
イ
シ
ズ
の
非
ユ
ゥ
ウ
リ
ッ
ド
的
展
開

ケ
イ
ン
ズ
の
所
詞
斗
カ
ク
リ
ツ

γ
的
展
開
と
は
、
界
側
供
給
に
闘
す
る
必
ー
向
帆
刊
の
法
九
九
一
が
一
虻
仙
沼
の
決
定
，
l
M
一
ぴ
質
賃
附
円
前
べ
の
決
史

と
は
畑
一
闘
係
で
あ
る
と
い
ふ
特
定
概
念
で
あ
る
。

斯
く
て
彼
は
失
の
や
う
に
言
ふ
。

「
消
費
性
向
と
新
投
資
家
?
と
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
均
衡
と
両
立
す
る
居
附
水
準
は
唯
一
つ
し
か
な
い
で
あ
ら
う
:
:
・
:
:
然

(
こ
の
水
準
が
)
完
全
雇
傭
と
相
等

L
i
-
-
:・
と
橡
想
ず
ぺ
き
根
擦
は
一
般
に
左
い
o
」
「
斯
〈
て
履
傭
量
は
、
賞
質
持
賃
に
て
測

ら
れ
た
る
持
働
の
限
界
不
殺
用
に
よ
っ
て
は
決
定
せ
ら
れ
な
い
♂
」
「
非
ユ
ウ
ク
リ
ツ
ド
的
世
界
に
ゐ
け
る
ユ
ウ
ク
リ
ツ
ド
幾
何
皐
者

し達
は
.
現
は
れ
つ

L
あ
る
不
幸
た
諸
矛
盾
の
唯
一
の
救
済
方
法
と
し
て
、
諸
線
が
直
線
で
る
る
事
を
や
め
る
と
言
っ
て
諸
税
を
叱
責
す

る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ま
こ
と
は
、
平
行
線
の
公
明
4

を
波
棄
し
、
非
ユ
ウ
グ
リ
ッ
ド
幾
何
墜
を
完
成
す
る
以
外
に
救
済
の
み
ち
を

求
め
得
べ
く
も
な
い
。
今
日
経
済
準
に
沿
い
て
、
相
似
た
事
柄
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
@
我
々
は
、
古
典
派
理
論
の
第
二
要
請
(
其
は
、

ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

傍
四
十
五
巻

勢
四
競

七
五

五
一
五

。fEmployment， Theory 特に指摘した所以外の参照は、全て、 TheGeneral 
Interest and "Y[oney， 1936 に闘する。
p. ，，8. 
p・30

2) 

3) 
4) 



ケ
イ

y
r
D
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

ゲ
年
凹
蹴

七
六

五
一
六

輿
へ
ら
れ
た
労
働
量
が
雇
傭
せ
ら
れ
る
時
の
弊
賃
の
妓
用
は
、
共
雇
傭
量
の
限
界
不
紋
別
に
相
等
し
、
と
い
ふ
事
を
主
張
す
る
ご
を

放
棄
す
る
要
が
あ
る
o
」
「
古
典
沃
は
、
労
賃
契
約
が
責
質
勢
貨
を
決
定
す
る
と
仮
定
し
た
た
め
に
、
一
の
正
し
く
な
い
仮
定
へ
滑
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
全
憶
と
し
て
の
労
働
に
と
っ
て
は
、
貨
幣
努
貨
の
一
般
水
準
に
等
債
な
諸
労
賃
財
を
、
其
時
の
一
府
術

、

、

、

、

、

、

仙

、

、

量
ρ
限
界
不
款
問
と
一
致
せ
し
め
得
べ
き
如
何
な
る
利
用
し
う
べ
き
一
方
法
も
た
い
の
で
あ
る
か
ら
o
」
共
放
に
我
々
は
、
此
附
耐
を
よ
り

詳
細
に
吟
味
す
る
事
に
し
よ
う
。

ケ
イ

γ
ズ
は
、
似
の
ん
叩
臨
む
以
下
の
如
〈
概
指
し
た
の
で
あ
る
。
十
F
F
4
中

4
b

っ、

;
;
 

っj
p
k
z
町
、

M
Fは
一
二
弘
之

r
c
p
h
戸川

ιョ
1
1
ヘ
仁
己
え
こ
4

主
主
』
k
f

土
ル
羽
生
一
げ
ヨ
r
J
一r
A
t
一日
f
h
η
r
j
中
此
日

f
f耐
け
決
ツ

貨
W
)

が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、
(
貨
幣
)
所
得

j
i
-
-
-
(共
は
、
共
枇
舎
が
治
ゃ
ん
の
た
め
に
支
出
す
る
と
期
待
せ

ら
れ
る
額
町
と
、
新
投
資
に
支
出
す
る
と
期
待
せ
ら
れ
る
額

υと
か
ら
成
る
0
)

は
、
胆
附
設
N
に
依
存
す
る
:
:
:
(
す
た
は
ち
)

戸司

、-'

】

)
ω
H
事

(
Z

(

]

戸

)

十

「
吐
曾
所
得
と
消
費
に
支
出
す
る
と
期
待
せ
ら
れ
得
る
部
分
と
の
聞
の
閥
係
は
・
;
・
治
資
制
向
に
:
;
:
・
依
存
す
る
で
あ
ら
う
。

す
左
は
ち
、
(
消
費
性
向
が
興
へ
ら
れ
れ
ば
)
消
費
は
予
練
所
得
の
水
準
、
従
っ
て
一
時
伽
水
準
N
に
依
存
す
る
で
あ
ら
う
。
・
:
:
:
;
(
ナ

な
は
ち
)】

)
】
リ
ち

(
Z
)
:
:
:
E
i
-
-
:
:
:
:・:・(凶)

「
夫
、
々
全
て
の

N
の
値
に
と
っ
て
は
、
相
似
…
臆
す
る
持
働
の
限
界
生
産
力
が
あ
る
・
:
:
:
:
而
し
て
こ
れ
と
そ
官
、
質
持
賃
w
を
決
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
(
す
な
は
ち
)

11 

可 if-l

QaitL 
Ziも

( 。。
) 
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5) 
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当
方

H

巧
:
:
:
i
z
-
-
:
:
:
:
:
:
・(品)

〔
附
録

I〕

(
P
は
諸
償
俗
水
準
の
記
貌
で
あ
り
、

W
は
貨
幣
弁
貨
の
記
就
で
あ
る
小
)
「
今
期
の
投
資
額
は
:
・
:
:
:
我
々
が
没
資
誘
因
と
呼
ぶ
で

あ
ら
う
も
の
に

i
:
:
:
依
存
す
る
で
あ
ら
う
、
共
し
て
投
資
誘
因
は
、
資
本
の
限
界
加
比
率
表
・
:
;
:
-

(
例
へ
ば
E
、
共
は
興
へ
ら
れ

た
要
因
と
し
て
取
扱
は
れ
る
で
あ
ら
う
0
)

と
、
諸
利
一
J
卒
の
複
合
(
例
へ
ば

r
)
と
の
開
係
に
依
存
し
て
ゐ
る
事
が
わ
か
る
で
あ
ら

28) 
L 

(
す
た
は
ち
)

同
)
印
日
明
(
戸

1
:
・・
j
i
-
-
-
:
・:;・

3
)

「
(
さ
で
)
利
子
卒
と
は
:
:
-
現
金
形
態
に
で
官
宇
一
保
有
せ
ん
と
す
る
希
望
を
、
使
用
川
し
得
ぺ
き
現
金
H
R
K
相
等
し
か
ら
し
め
る
『
償

〆H~，

税
金
保
方
不
と
H
和
合
し
て
問
一
刊
の
別
F

寸
輩
社

ず
る
る
D

五
ハ
放
に
)
貨
物
設
け
、
叩
'
へ
九
れ
由
斗
州
事
情
の
下
山
仏
沿
い
て
、

決
定
す
る
他
の
姿
渠
で
あ
る
。
貨
幣
保
有
率
と
は
、
利
子
一
本
が
阻
ハ
へ
ら
れ
て
ゐ
る
揚
合
に
公
衆
が
保
有
す
る
で
あ
ら
う
所
の
貨
幣
量

を
決
定
す
る
函
激
的
傾
向
で
あ
る
。
期
〈
て
若
し

l
i
-
-
-
M
が
貨
幣
田
重
で
あ
り
、

L
が
現
金
保
有
率
の
函
数
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々

は
‘
(
次
の
方
程
式
)
を
得
ヲ
向
。
」

Z
H
H
ν
S
i
-
-・:・
i
l
i
-
-
・
:
(
品
)

(
此
等
六
個
の
方
程
式
に
は
、

R
D
d
-
N
p
r
w
の
六
個
の
未
知
数
が
あ
る
。
ガ
パ
放
に
、
此
等
の
米
知
数
は
、
此
等
六
個
の
方
程
式
に

て
表
現
せ
忍
諸
僚
件
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
)
「
斯
〈
て
雇
防
長
は
‘
賓
質
持
貨
に
て
測
定
せ
る
努
働
の
限
界
不
殺
用
に
ょ
う
で

は
決
定
せ
ら
れ
な
い
円
。
一

上
の
諸
引
用
句
か
ら
み
ら
れ
る
如
〈
、

ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
鑓
系
に
よ
れ
ば
、
雇
傭
量
及
び
資
質
努
賃
は
、
持
働
供
給
に
闘
す
る

ケ
イ
ン

r
の
「
一
般
璃
論
」
に
闘
す
る
諸
問
溜

第
四
議

七
七

第
四
十
五
巻

豆王

七

pp. 28-30・
pp. :'7-29・
pp. ，67-，68 
p. 3(). 

7) 
8) 

9) 
10) 



ケ
イ
ン
プ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

第
凶
十
五
巻

第
四
抗

士J
i¥. 

ヨ旺

ノ1

勢
働
者
の
態
度
と
は
無
関
係
に
決
定
せ
ら
れ
る
。

然
し
此
事
は
何
う
し
て
可
能
で
る
る
か
。

時
四
か
に
、
或
る
輿
へ
ら
れ
た
貨
幣
持

「
此
山
単
純
化
は
:
:
:
:
説
明
を
容
易
に
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る
に
過
ぎ
広
い

.
・
」
の
で
る
っ
て
、
「
議
品
酬
の
本
質
的
特
徴
は
、
貨
幣
労
賃
等
々
が
創
出
化
し
が
ち
で
る
ら
う
と
あ
る
ま
い
と
全
然
的
鈍
化
し
た
い
O
L

賃
水
準
を
仮
定
す
る
事
に
よ
っ
て
で
る
る
。
彼
は
、

と
寸
主
張
す
る
。
然
し
共
事
は
ま
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
肢
仰
設
の
決
広
及
び
岬
良
質
持
貨
の
決
定
の
た
め
に
は
、
貨
幣
勢
貨
に
闘
寸
る
肝
不

干
の
仮
定
が
必
判
長
紋
く
一
円
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
ま
さ
に
そ
の
事
官
民
と
そ
、
賃
料
捗
貨
に
附
寸

YMm働
者
の
態
度
が
、
服

側
主
及
び
資
質
必
賃
制
k
vお
響
ず
る
事
を
刊
必
然
酌
に
意
味
す
る
事
に
な
り
は
し
左
い
か
。

ケ
イ
ン
ズ
が
彼
自
ら
次
の
諸
事
震
を
認
め
る
友
ら
ば
、

「
賞
質
券
賃
の
一
般
的
水
準
は
、
回
世
傭
主
と
畑
町
働
者
と
の
問
の
貨
幣
勢
賃

契
約
に
依
存
す
る
と
い
ふ
想
定
は
、
瞭
か
に
ま
と
と
で
は
た
い
O
L
と
如
何
に
し
て
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
か
。

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
可
「
-
j
i
-
-浩
し
貨
幣
量
が
事
賓
上
同
定
せ
ら
れ
る
友
ら
ば
、 (
此
論
黙
は
師
叫
に
ホ

ウ
ト
レ
イ
・
資
本
と
雇
備
、

三
内
閣
〆
【

E
U
1
'父
E

f
「

H
1
L
F
(
4
F仰
明
川

量
は
、
貨
幣
弊
貨
が
減
少
せ
ら
れ
る
に
連
れ
て
必
然
的
に
減
少
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
設
想
す
べ
き
何
等
の
現
由
も
友
い
0
)

努
質
問
早

位
に
て
測
ら
れ
た
る
貨
幣
量
は
・
j
i
-
-
貨
幣
畑
町
貨
の
減
少

J
i
-
-
-
に
よ
っ
て
無
限
に
増
大
せ
ら
れ
得
、
貨
幣
量
は
所
得
に
比
例
し
て

一
般
に
著
し
く
増
大
せ
ら
れ
得
る

J
i
-
-唱
と
い
ふ
事
は
瞭
か
で
あ
る
。
」
1

「
共
他
の
事
情
に
し
て
同
一
で
あ
れ
ば
.
此
事
は
利
子
率
を

低
落
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
し
、
斯
く
て
投
資
に
と
っ
て
有
利
な
事
が
わ
か
る
で
る
ら
う
己
「
我
々
は
共
故
に
・
j
i
-
-
貨
幣
量
を
不
援

と
し
つ

L
(貨
幣
)
持
貸
を
低
め
る
事
に
よ
っ
て
、
持
貸
水
準
を
不
涯
と
し
っ
、
貨
幣
量
を
榊
大
す
る
事
に
よ
っ
て
生
じ
得
る
も
の
と

げま
しさ
得し
る〈
己15)同

の
主主
主I!'
を

利
う二

率

戸
而
し
て
利
子
率
を
一
通
じ
℃
投
資
に
、
従
っ
て
賓
質
持
資
の
一
般
水
準
と
履
傭
量
と
に
)
及
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2
て
よ
￥

(JJ
一SF
手助怜

y

若
し
よ
り
以
上
の
減
少
が
抽
出
想
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
軍
な
る
持
賃
の
減
少
も
、
投
資
と
消
費
と
に
、
従
っ
て
雇
傭
に
と
っ
て
不
利
?

る
ら
う
、
と
言
び
得
る
の
で
あ
る
。
此
事
が
彼
の
思
っ
て
ゐ
る
論
黙
で
あ
る
友
ら
ば
私
は
さ
う
だ
と
は
考
へ
得
な
い
に
し
て
も

ー

l
彼
に
以
下
の
諸
問
題
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
事
は
、
既
に
、
貨
幣
弁
貨
に
闘
す
る
労
働
者
の
態
度
が
、
同
開
傭
量
と

寅
質
性
吋
貨
と
に
針
し
て
持
ち
得
る
影
響
の
可
能
性
を
前
提
し
て
は
ゐ
な
い
か
。
貨
幣
労
賃
の
低
下
は
、
通
常
、
或
は
必
然
的
に
ず
ら

よ
り
以

k
減
少
す
る
と
い
ふ
汲
想
中
一
生
じ
な
い
か
。

ケ
イ
ン
ズ
は
、
ヴ
ア
イ
ナ
ア
数
段
へ
の
佐
川
の
中
で
、
十
日
比
一
波
か
ら
の
彼
の
荷
維
の
「
主
要
諸
浬
由
」
を
失
の
如
く
慨
閉
し
た
。
ず

方
は
ち

「
。
!
:
資
本

ω
限
界
苅
窃
ー
は
、
貨
幣
所
得
の
水
市
が
川
ハ
ヘ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
決
定
せ
ら
れ
左
い
。
貨
幣
所
得
の
水
準
が

オ

l
y
ド
ウ
ク
ス
た
川
日
前
は
可
仰
を
阻
(
へ
る
の
に
必
要
注
一
価
の
方
組
式
含
快
い
て
ゐ
る
C
F
一
然
し

費
動
し
得
る
制
一
糸
k
h恥
い
て
は
、

彼
が
、
古
典
探
は
さ
う
し
て
は
い
け
左
い
時
に
貨
幣
所
得
の
水
準
を
「
奥
へ
ら
れ
た
も
の
」
と
し
て
仮
定
し
た
、
と
言
ふ
場
合
に

4
興

へ
ら
れ
る
』
と
一
一
一
は
ふ
言
葉
に
ど
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
。

ケ
イ
ン
ズ
と
所
謂
古
典
派
と
の
相
違
は
、
投
機
的
動
機
の
た
め

に
保
有
せ
ら
れ
る
貨
幣
量
を
、

古
典
派
は
無
鴻
し
得
べ
き
量
で
あ
る
と
す
る
の
に
、

ケ
イ
ン
ズ
は
共
意
義
友
著
し
く
強
調
す
る
、

と
い
ふ
ま
さ
し
く
そ
の
時
に
こ
そ
棋
は
る
の
で
あ
る
か
。
此
事
が
ま
こ
と
に
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
|

l
私
は
さ
う
で
あ
る
と
信
や
る

の
で
あ
る
が

l
l彼
が
主
張
し
得
る
事
は
、
十
日
比
一
-
況
の
貨
幣
万
程
式
の
形
態

ω
単
な
る
修
正
に
過
ぎ
左
い
し
、
従
っ
て
方
程
式
数
袖

芳
の
問
題
、
若
し
く
は
貨
幣
持
貨
に
闘
す
る
持
働
者
の
態
度
と
は
無
関
係
に
原
加
量
及
ぴ
貰
質
持
貨
が
決
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か

何
う
か
と
一
三
一
ロ
ふ
問
題
と
は
‘
何
等
の
闘
係
も
な
い
と
一
一
一
戸
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

勿
踊
・
私
の
上
の
推
論
は
、
非
有
意
同
失
業
の
存
在
と
一
-
一
日
ふ
事
買
と
は
、
何
等
の
闘
係
も
持
た
な
い
の
で
る
る
。
共
事
貨
を
認
め

ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

五
一
九

第
四
扱

じ
1L 
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ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
閥
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

第
四
披

月、

O 

五

O 

る
と
言
ふ
事
は
一
つ
の
事
柄
で
あ
り
、

貨
幣
弊
貨
に
闘
す
る
弊
働
者
の
態
!
反
が
資
質
持
賃
の
決
定
及
び
渥
傭
量
の

共
事
貨
を
し
て
、

決
定
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
と
る
事
は
、

非
布
意
的
失
業
が
ん
一
什
十
代
す
る
と
い

別
の
事
約
で
あ
る
。

ふ
事
責
は
、

十
一
品
し
仰
れ
だ
け
で
あ
れ
存
旋
す
る
た
ら
ば

持
働
の
供
給
函
数
の
特
殊
な
形
態
に
関
聯
し
て
戎
明
せ
ら
れ
得
る
し
、
且

つ
説
明
せ
ら
れ
ね
ば
没
ら
友
い
。

新
蛾
資
固
と
庫
健
畳

ケ
イ
ン
ズ
は
、
諸
投
資
財
の
需
要
を
、
属
傭
量
増
大
の
た
め
の
謂
は
ば
安
全
緋
だ
と
考
へ
る
。
斯
く
て
例
へ
ば
、

「
履
時
酬
が
増
大

す
る
時
に
は
.
綿
貫
質
所
得
が
増
大
せ
ら
れ
る
ロ
枇
曾

ω
心
迎
か
ら
み
れ
ば
‘
総
賃
貸
所
得
が
前
大
す
れ
ば
、
総
消
費
は
析
大
す
る

も
の
の
そ
の
増
大
の
仕
方
は
所
得
と
等
額
だ
け
で
は
な
い
。
北
ハ
放
に
若
し
、
増
加
し
た
照
的
量
が
全
て
直
接
消
費
に
到
す
る
需
要
の

増
大
を
浦
す
の
に
使
用
さ
れ
れ
ば
、
一
鹿
山
附
主
連
は
損
を
す
る
で

b
ら
う
。
斯
く
て
或
る
興
へ
ら
れ
た
居
品
川
口
亙
が
正
賞
で
あ
る
ム
言
は

れ
る
た
め
に
は
、
興
へ
ら
れ
た
雇
傭
水
準
に
於
て
枇
舎
が
消
費
し
上
う
と
考
へ
る
以
上
の
生
藤
高
超
過
部
分
を
吸
牧
し
得
る
に
足
る

今
期
の
投
資
量
が
左
け
れ
ば
な
ら
友
い
o」

此
貼
に
闘
す
る
ケ
イ
ン
ズ
現
礼
一
酬
の
特
殊
性
は
、
社
合
経
済
に
と
っ
て
有
放
需
要
を
消
滅
せ
し
め
で
は
な
ら
友
い
と
主
張
す
る
黙
に

〔
附
録

I〕

も
、
消
費
性
向
に
闘
す
る
特
殊
友
絞
験
的
法
則
を
強
制
す
る
貼
に
も
あ
る
の
で
は
友
く
て
、
一
定
の
消
費
性
向
の
揚
ム
ロ
に
雇
傭
量
の

不
足
を
坂
め
得
る
も
の
は
、
諸
投
資
財
の
需
要
だ
け
で
あ
る
、

と
い
ふ
主
張
の
中
に
存
寸
る
の
で
あ
る
。

然
し
此
事
は
、
常
に
現
賓
に
、

さ
う
で
あ
る
認
で
は
た
い
。
(
新
及
び
奮
)
諸
投
資
財
と
補
完
弊
働
日
一
旦
と
の
比
率
が
焚
化
し
た
い
限

p. 27 17) 



り
、
ま
こ
と
に
さ
う
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
共
比
率
が
鑓
化
す
れ
ば
、
常
に
さ
う
で
あ
る
詩
で
は
な
い
。
若
し
此
比
率
が
諸
投
資
財

に
有
利
な
や
う
に
鑓
化
し
、
且
つ
此
品
質
化
の
礎
化
率
が
資
本
増
加
事
?
と
相
等
し
い
や
う
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
投
資
の
榊
加
は
全
然
何

等
か
の
持
働
増
加
を
意
味
し
な
い
で
あ
ら
う
。
若
し
其
比
率
が
諸
投
資
財
に
有
利
た
や
う
に
礎
化
し
、
且
つ
此
比
率
の
竣
化
率
が
資

本
増
加
李
よ
り
も
大
で
あ
る
た
ら
ば
、
投
資
の
増
加
は
、
全
然
何
等
か
の
持
働
増
加
を
意
味
し
紅
く
て
、
む
し
ろ
減
少
友
意
味
す
る

事
に
な
る
。

事
賞
、
補
完
的
山
労
働
に
較
べ
て
投
資
量
を
抽
川
大
す
る
や
う
窓
生
産
方
法
上
の
諸
鑓
更
は
、
雇
傭
量
佐
減
少
す
る
と
い
ふ
事
賞
に
も

拘
ら
や
、
雷
.
企
業
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ
り
得
る
と
い
ふ
沼
市
の
み
か
ら
探
別
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
資
本
来
的
生
産
一
纏
一
治
の

最
大
川
駅
陥
の
4

つ
で
あ
る
。
か
く
て
ク
イ
ン
ズ
却
前
は
、
資
本
次
的
生
産
開
系
の
此
倒
め
吋
LH

肝
心
へ
怠
快
陥

pu操
み
消
、
?
の
ぜ
あ
る
。

社
台
所
得
は
、
弁
賃
所
得
及
び
利
了
所
得
と
い
ふ
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
枇
台
所
得
愛
化
と
持
賃
所
得
獲
化
と

の
間
に
は
、
何
等
一
定
の
関
係
も
な
い
。
而
し
て
資
本
が
ま
ず
ま
ず
増
大
す
る
時
利
子
李
が
低
落
す
る
に
し
て
も
、
利
子
所
得
は
持

賃
所
得
に
比
し
て
増
加
し
得
る
。
而
し
て
此
事
は
、
上
述
の
鎚
化
が
生
中
る
揚
合
に
は
、
普
通
起
る
事
で
あ
る
。
北
九
故
に
ケ
イ
ン
ズ

の
如
く
、
鹿
傭
量
を
枇
舎
所
得
の
単
純
函
数
と
し
て
取
扱
ふ
の
は
誤
り
で
あ
る
。
貨
幣
持
貨
の
水
準
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
る
る
と
い

ふ
偲
定
の
下
に
長
い
で
す
ら
、
投
資
増
大
は
、
弁
賃
所
得
を
利
子
所
得
に
比
し
て
減
少
せ
し
め
、
従
っ
て
一
服
傭
量
を
枇
合
同
所
得
に
比

し
て
減
少
せ
し
め
る
双
山
市
を
持
つ
と
い
ふ
事
は
、
全
く
あ
り
得
る
事
で
る
る
。

今
や
ケ
イ
ン
ズ
は
.
投
資
乗
数
k
は
一
雇
捕
莱
数
ピ

j
lそ
れ
は
「
諸
投
資
財
起
業
に
お
け
る
第
一
失
雇
舗
の
血
ハ
へ
ら
れ
た
増
加
分

と
結
び
付
い
て
ゐ
る
全
開
雇
舗
の
増
加
分
の
比
を
意
味
す
私
。
」

110に
相
等
し
と
い
ふ
仮
定
に
基
い
て
、
政
府
投
資
が
雇
傭
量
に
封

ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
詩
問
題

第
四
十
五
巻

王五

第
四
競

丹、
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ケ
イ

y
f
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
詩
問
題

王王

J¥. 

第
四
貌

第
四
十
五
巻

し
て
如
何
な
る
放
同
市
を
持
っ
か
と
い
ふ
問
題
に
、
彼
の
諸
議
論
を
向
け
る
の
で
る
る
。
然
し
紋
の
議
論
の
此
部
分
は
、
上
越
せ
る
迎

自
に
よ
っ
て
k
と
ど
と
の
聞
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
友
関
係
を
仮
定
す
る
事
す
ら
不
遇
営
で
あ
る
の
で
、
投
資
一
来
数
k
が
鹿
傭
乗
数

γ
に

相
等
し
と
仮
定
す
る
た
め
に
趨
営
た
諸
理
由
が
た
い
故
に
、
批
判
に
曝
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
は
ベ
会
館
と
し
で
の
産
業
と
諸

投
資
財
産
業
と
の
一
六
れ
夫
れ
に
と
っ
て
の
、
総
供
給
函
数
の
形
態
に
h

が
い
て
.
何
等
か
重
要
た
、
首
面
の
問
題
と
関
聯
の
あ
る
相
濯

を
諌
想
ず
べ
き
理
由
が
な
い
〈
が
故
に
)
:
:
共
結
同
市

l
i
-
-
r
t
r、
A
た
る
よ
と
い
ふ
見
解
を
持
っ
て
ゐ
る
に

L
て
も
、
所
得

は
、
膜
傭
震
の
単
純
耐
数
T
は
た
く
E
川

，
F
P九
と
払
提
出
州
号
↑
及
び
一
被
爆
術
長
と
諸
校
新
財
跨
業
の
回
附
府
側
査
と
の
此
葎
わ
和
合
画
艶

で
あ
る
と
い
ふ
事
貨
を
、
彼
は
、
全
然
無
関
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
共
放
に
、
会
慣
と
し
て
の
青
業
と
諸
投
資
財
産
業
と
の
夫

れ
夫
れ
に
と
っ
て
の
綿
供
給
画
数
の
諸
形
態
に
沿
い
て
、
何
等
か
重
要
左
、
営
面
の
問
題
と
関
聯
の
あ
る
相
遣
を
強
恕
す
る
に
足
る

だ
け
の
理
由
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

上
の
批
判
は
、

ケ
イ
ン
ズ
を
謹
ふ
る
も
の
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
か
も
知
れ
た
い
。
何
故
た
ら
、
ケ
イ
Y

ズ
は
、
瞭
か
に
、
自
ら

を
設
備
費
化
の
な
い
場
合
に
限
定
し
た
の
に
、

上
の
批
判
は
、

設
備
量
の
耕
民
化
が
あ
る
揚
合
に
関
聯
し
て
ゐ
る
か
ら
で
る
る
。

寅
我
K

は、

ケ
イ
ン
ズ
の
書
物
の
中
で
、
斯
か
る
限
定
陀
閲
す
る
数
個
の
注
意
を
見
出
し
得
る
の
で
る
る
。
け
れ
左
も
此
書
物
の
一

般
的
傾
向
は
、
瞭
か
に
、
斯
か
る
限
定
の
無
閥
を
露
呈
す
る
事
に
友
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
例
へ
ば
、

特
徴
は
、
貨
幣
弊
賃
等
身
が
礎
化
し
が
ち
で
あ
ら
う
と
左
か
ら
う
と
、
全
然
鎚
り
は
友
い
。
」
と
言
ひ
、

「
此
議
論
の
本
質
的

「
我
々
が
生
活
し
て
ゐ
る
粧

拙
円
枇
舎
の
著
し
品
川
、
諸
鮫
陥
は
、
完
全
雇
傭
が
現
は
れ
る
よ
う
に
す
る
(
消
費
性
向
と
投
資
誘
因
と
を
調
整
す
る
)
事
が
出
来
な
い
と
い

ふ
事
で
あ
る

j
i
-
-。
従
っ
て
(
完
全
雇
傭
が
現
は
れ
る
よ
う
に
)
消
費
性
向
と
投
資
誘
因
と
の
聞
の
調
整
を
も
た
ら
ナ
た
め
に
中
央 事

p. II6.脚註
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的
統
制
が
必
妥
で
彦
る
と
い
ふ
事
を
他
に
す
れ
ば
、
最
H

て
経
消
生
活
を
枇
曾
化
ぜ
ん
と
す
る
根
協
は
、
以
前
よ
り
も
多
く
た
っ
て

ゐ
及
川
o
」
と
言
ふ
。

回

貨
幣
量
と
雇
傭
量

資
本
家
枇
舎
に
沿
い
て
は
、
諸
財
は
主
と
し
で
貨
幣
と
引
換
に
版
賀
す
る
目
的
を
以
て
生
産
さ
れ
、
諸
生
産
手
段
も
ま
た
、
主
と

し
て
貨
幣
を
支
出
す
る
事
に
よ
っ
で
獲
得
せ
ら
れ
る
。
共
故
に
、
祉
合
経
済
の
杢
前
動
は
、
貨
幣
流
通
を
通
じ
て
運
行
せ
ら
れ
る
。

さ
て
貨
幣
流
通
は
枇
合
経
済
の
貨
物
活
動
、
す
た
は
ち
、
生
産
、
消
費
に
直
接
結
び
付
い
て
ゐ
る
諸
保
件
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
や
‘

貨
幣
流
通
自
憾
に
砲
抜
闘
聯
し
て
ゐ
る
詩
僚
件
に
よ
っ
て
も
支
配
せ
ら
れ
る
。
↓
一
一
一
同
業
社
換
へ
て
↓
百
へ
ば
、
貨
幣
流
活
は
、
貨
幣
以
外

の
諸
要
因
の
考
察
に
よ
っ
て
た
ピ
受
動
的
に
の
み
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
貨
幣
白
憾
の
諸
考
察
に
よ
っ
て
も
.
す
た
は
ち
、

リ
ク
イ
ヂ
イ
テ
イ
・
タ

ν
Y
4
ν
ン
ス

ケ
イ
ン
ズ
の
言
葉
を
籍
れ
ば
、
現
金
保
有
率
に
よ
っ
て
も
支
配
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
共
放
に
、
枇
曾
経
済
の
活
動
は
、
貨

倣
巾
量
及
び
現
金
保
有
率
に
よ
っ
て
も
制
限
せ
ら
れ
る
。
斯
く
て
此
闘
は
.
低
い
段
階
の
諸
学
に
沿
い
て
は
考
察
の
外
に
た
か
れ
得
る

に
し
て
も
.
結
局
は
、
経
消
息
・
の
中
ヘ
包
括
さ
れ
ね
ば
た
ら
友
い
。
然
も
ケ
イ
ン
ズ
の
書
物
の
主
要
目
的
は
、
ま
さ
し
〈
此
者
察
の

必
要
を
強
調
す
る
貼
に
あ
る
の
で
る
り
、
此
意
味
に
沿
い
て
‘
此
書
物
は
多
〈
の
債
値
に
満
ち
た
一
陪
一
不
を
含
む
の
で
あ
る
。

私
は
、
前
の
諸
節
に
た
い
て
.
新
投
資
は
必
然
的
に
雇
傭
量
を
増
大
せ
し
め
た
く
て
、

ゐ
そ
ら
く
減
少
さ
ず
か
も
知
れ
左
い
と

い
ふ
事
を
詮
明
し
よ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
、
資
本
蓄
積
は
、
決
し
て
賠
傭
萱
を
増
加
せ
し
め
友
い
と
主
張
す
る
積
り
で
は
た
い
。

反
針
に
‘
資
本
蓄
桜
額
が
‘
雇
傭
労
働
量
が
共
補
完
的
諸
投
資
財
に
比
し
て
減
少
す
る
と
い
ふ
事
か
ら
生
宇
る
所
の
雇
傭
労
働
量
の
減

ケ
イ

y
T
白
「
一
般
捜
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

五
二
三

丹、

第
四
鏡

pp・372，379. 21) 



ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

五
二
四

第
四
競

戸、
回

少
傾
向
、

に
打
ち
克
つ
に
足
る
だ
け
大
で
あ
る
た
ら
ば
、
新
投
資
は
雇
傭
量
の
増
大
と
一
致
し
得
る
と
い
ふ
事
、
及
ぴ
、
斯
う
し
た

事
は
、
資
本
主
義
務
展
期
に
た
い
て
少
時
の
間
事
責
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
、
及
び
貨
幣
増
大
政
策
は
、

お
そ
ら
く
、
然
ら
ざ
れ
ば
生

じ
な
か
っ
た
所
の
、
上
で
言
及
さ
れ
た
如
き
殻
川
市
を
出
現
せ
し
め
る
で
る
ら
う
だ
け
の
資
本
蓄
積
を
生
ぜ
し
め
得
る
と
い
ふ
事
、
を

全
〈
容
易
に
認
め
る
も
の
で
る
る
。

ケ
イ
ン
ズ
が
、
事
賓
上
、
取
扱
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
田
肱
傭
持
働
日
互
が
そ
の
柿
完
的
諸
投
資
財
に
比
し
て
減
少
す
る
と
い
ふ
事
か
ら

生
、
千
る
山
川
の

-M仰
持
働
設
の
一
減
少
傾
向
、
に
打
ち
克
つ
に
足
る
い
に
け
大
な
る
資
本
誌
税
制
b
L
許
す
や
う
な
貨
幣
係
件
が
存
在
す
る
と

こ
ろ
の
ま
さ
し
く
そ
の
揚
合
で
あ
り
、
此
意
味
に
沿
い
て
・
な
ら
ば
、
我
K

は
前
一
に
彼
の
理
論
に
従
ぴ
得
る
の
で
あ
る
。

〔
附
録

M〕

然
し
ケ
イ
ン
ズ
が
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
枇
曾
経
済
活
動
に
封
す
る
貨
幣
機
構
の
影
響
で
あ
る
な
ら
ば
‘
貨
幣
凸
防
局

h
z
L

て
或
時
に
は
貨
幣
流
通
を
拘
束
せ
し
め
失
に
は
膨
脹
せ
し
め
し
め
る
諸
僚
件
・
従
っ
て
景
気
付
波
動
の
主
妥
原
因
を
成
す
諸
僚
件
に
、

よ
り
多
く
の
詫
意
を
掛
っ
た
だ
ら
う
と
町
山
は
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
彼
が
十
分
友
注
意
を
掛
っ
た
左
ら
ば
‘
共
事
は
、
彼
を
し
て
、

貨
幣
的
諸
事
情
の
運
動
と
買
物
的
諸
事
情
の
運
動
と
の
相
互
決
定
的
諸
倒
係
の
理
解
へ
導
い
た
で
あ
ら
う
。

彼
は
事
賃
上
、
共
書
物
の
中
で
此
問
題
に
鰯
れ
て
ゐ
る
と
一
一
員
ひ
得
る
。
此
事
を
彼
は
弐
の
や
う
・
左
仕
方
で
果
す
。

:
・
資
本
の
限
界
穀
率
の
循
環
的
唆
化
に
よ
っ
て
惹
起
せ
ら
れ
る

li---
左
看
倣
す
の
が
最
も
良
川
o
」
「
(
而
し
て
)
資
本
の
限
界

「
景
気
循
環
は

数
率
を
し
て
幾
何
か
激
し
〈
務
動
せ
し
め
る
も
の
は
、
主
と
し
て
此
依
存
(
輿
へ
ら
れ
た
資
本
在
高
の
限
界
殻
卒
は
資
本
の
勝
来
牧

で
あ
る
o
」
「
(
さ
て
資
本
の
賂
来
牧
径
の
諸
抽
出
想
の
此
等
の
鑓
化
は
、
循
環
的
に
現
は
れ
る
、

益
の
抽
出
忽
時
党
化
に
依
存
す
る
と
い
ふ
)

何
故
一
な
ら
ば
.
此
等
の
耕
民
化
は
主
と
し
て
諸
資
本
資
産
の
現
存
量
に
よ
ワ
て
支
配
せ
ら
れ
る
(
?
)
の
に
)
諸
資
本
資
産
は
い
ろ
い
ろ
の

p・313・
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年
齢
を
持
っ
て
居
り
、
時
の
経
つ
に
つ
れ
て
消
耗
す
る
の
で
あ
っ
て
、
会
て
が
極
め
て
長
い
間
生
命
を
維
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。

斯
く
て
若
し
投
資
本
が
一
定
の
樋
小
水
準
以
下
へ
低
下
す
れ
ば
、

此
樹
小
以
上
へ
投
資
を
恢
復
せ
し
め
る
に
足
る
だ
け
資
本
の
限

界
殺
車
一
・
が
高
ま
る
の
は
た
だ

-ti---
時
間
の
問
題
に
す
ぎ
左
い
の
で
あ
り
、
共
し
て
同
じ
ゃ
う
に
.
勿
論
若
し
投
資
が
以
前
よ
り
は

よ
り
高
い
数
字
ま
で
高
ま
る
・
な
ら
ば
{
他
の
諸
要
素
の
中
に
怖
償
的
な
礎
化
さ
へ
友
け
れ
ば
)
、
投
資
を
後
退
せ
し
め
る
に
足
る
だ
け

資
本
の
限
界
放
率
が
低
ま
る
の
は
草
に
時
間
の
問
題
に
過
空
友
い
の
で
あ
る
己
然
し
諸
資
本
資
産
の
一
定
量
を
し
て
資
本
の
勝
一
米
政

益
に
闘
す
る
抽
出
忽
の
低
下
を
生
ぜ
し
め
る
符
大
な
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
し
め
、
共
抽
出
想
の
上
昇
を
生
ぜ
し
め
る
程
小
な
る
も
の
と

し
て
現
は
れ
し
め
る
も
の
は
、

如
何
な
る
M
Y
凶
で
あ
る
が
。

然
も
北
ハ
妥
悶
は
如
何
た
る
法
則
に
従
っ
て
動
〈
の
で
あ
る
か
U

此
等
の

識
論
蜘
削
hz
解
明
す
戸
也
事
は
、
景
気
術
識
別
論
に
と
っ
て
必
裂
で
は
た
い
か
。
貨
物
酌
諸
事
情
と
質
物
的
諸
事
怖
と
の
、
上
市
一
言
及
し

た
相
互
決
定
的
闘
係
に
精
通
す
る
事
注
し
に
、
共
要
因
に
闘
す
る
動
態
法
則
を
解
明
し
得
る
か
。

「
恐
慌
の
よ
り
典
型
的
な
且
つ
往
々
支
配
的
た
説
明
は
、
主
と
し
て
、
利
子
率
の
上
昇
で
は
た
く
て
、
資
本
の
限

お

界
殻
卒
の
急
激
左
崩
潰
で
あ
る
。
」
と
A

一国ひ、

ケ
イ
ン
ズ
は
、

「
資
一
本
の
限
界
殻
翠
の
崩
演
は
、
極
め
て
徹
底
的
で
あ
る
の
で
、
賀
行
し
得
ぺ
き
如
何

-
な
る
利
子
率
低
下
も
芳
八
刀
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
若
し
利
子
率
低
下
が
共
だ
け
で
有
殺
左
救
済
で
あ
る
事
が
わ
か
り
得
る
左
ら
ば
、

可
な
り
多
く
の
時
聞
が
経
過
す
る
事
な
し
に
且
つ
多
か
れ
少
か
れ
直
接
に
貨
幣
首
局
の
統
制
下
に
あ
る
諸
手
段
に
よ
っ
て
、
恢
復
を

遂
げ
う
る
か
も
し
れ
友
い
。
け
れ
ど
も
事
費
上
、
此
事
は
普
通
ま
と
と
で
は
な
く
、
統
制
し
得
ざ
る
且
つ
不
従
順
た
事
業
界
の
心
理

に
よ
っ
て
・
it---
決
定
さ
れ
る
資
本
の
限
界
殻
率
を
恢
復
せ
し
め
る
事
は
、
極
め
て
困
難
で
あ

A
r」
と
主
張
す
る
。
然
し
ま
さ
に
此

資
本
の
限
界
放
率
は
、
利
子
衆
干
の
崎
製
化
に
針
し
て
直
ち
に
反
感
し
友
い
か
も
し
れ
な
い
に
し
て
も
、
利
子
率
の
影
響
に
従
ふ
も
の
で

ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
す
る
諸
問
題

第
四
十
五
巻

第
四
競

八
五

五
二
五

pp-253-254 
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ケ
イ
y

f
の
「
一
般
理
論
L

に
闘
す
る
諸
問
題

五
二
六

第
四
披

凡
六

第
四
十
五
巻

は
友
い
か
。
確
か
に
我
K

は
、
殺
果
が
遅
い
事
と
殺
田
市
が
な
い
事
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
貨
幣
省
局
が
、
景
気
循
環
を
統
制
し

得
た
い
同
県
の
理
由
は
、
貨
幣
首
局
が
事
業
心
理
を
統
制
し
得
な
い
事
の
中
に
よ
り
も
‘
む
し
ろ
意
の
ま
与
に
利
子
率
を
愛
更
せ
し
め

得
泣
い
事
の
中
に
棋
は
る
の
で
は
及
い
か
。
此
等
の
諸
事
責
を
正
確
に
迎
解
す
る
事
は
、
貨
幣
的
諸
事
情
と
貨
物
的
諸
事
情
と
の
、

上
で
言
及
し
た
相
互
決
定
的
諮
闘
俸
を
理
解
す
る
た
め
に
紋
く
可
か
ら
ざ
る
事
の
や
う
に
忠
は
れ
る
の
で
め
る
。「

資
本
の
限
界
救
蔀
?
の

ケ
イ
ン
ズ
が
、
貨
幣
設
局
は
利
子
耕
一
4

吃
諮
り
な
ま
に
帥
鋭
化
せ
し
め
制
作
た
い
と
い
ふ
事
佐
知
腕
し
訟
が
ら
、

表
に
比
し
て
、
完
全
届
傭
が
存
在
す
る
共
貼
ま
で
利
子
準
を
低
下
せ
し
め
ん
と
U

ず
る
に
し
て
も
、
現
存
す
る
諸
傑
件
の
下
に
お
い

て
、
斯
か
る
政
策
を
採
加
し
得
る
だ
ら
う
か
。
ケ
イ
ン
ズ
の
徒
議
に
よ
っ
て
抽
出
想
せ
ら
れ
て
ゐ
る
紙
幣
慌
釆
は
、
資
本
の
国
際
的
移

動
を
不
可
快
た
も
の
と
す
る
資
本
家
的
生
産
樫
系
と
調
和
す
る
だ
ら
う
か
。

五

貯
蓄
性
向
と
賓
本
蓄
積

資
本
蓄
積
は
、
有
意
貯
蓄
で
あ
ら
う
と
強
制
貯
蓄
で
あ
ら
う
と
貯
蓄
に
よ
っ
て
供
給
せ
ら
れ
る
。
其
故
に
、
消
費
性
向
の
時
型
化
が

投
資
に
剥
し
て
如
何
た
る
奴
果
を
持
っ
か
と
い
ふ
問
題
が
現
は
れ
る
@
此
問
題
に
閲
す
る
ケ
イ
ン
ズ
の
推
論
も
ま
た
、
腫
備
量
を
枇

合
所
得
の
皐
純
画
敷
と
し
て
み
友
ナ
と
い
ふ
観
念
に
し
み
と
ま
れ
て
ゐ
る
。
然
し
此
紬
は
、
前
節
に
長
い
て
既
に
批
判
し
た
が
放
に
、

此
庭
で
は
、
貯
蓄
性
向
の
愛
化
が
資
本
蓄
積
に
及
ぼ
す
殻
果
を
直
接
取
扱
ふ
所
の
、
彼
の
現
論
の
研
究
に
専
心
す
る
事
に
し
よ
う
。

ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
貯
蓄
性
向
の
増
大
は
資
本
蓄
積
の
減
少
と
友
る
で
あ
ら
う
。
す
友
は
ち
・
彼
の
術
語
を
籍
れ
ば
、
消
受
性

向
の
減
少
は
投
資
を
減
少
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。

「
個
人
的
貯
蓄
行
矯
は

Ji---(現
在
消
費
を
減
少
せ
し
め
る
事
を
)it----意
味

p・375・27) 



ず
る
。
然
し
共
事
は

iz--
・
(
将
来
消
費
を
高
む
)
l
・t
・
-
-
ぺ
き
決
意
を
必
妥
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
斯
く
て
共
事
は

iz--z幾
何

か
の
将
来
消
費
行
鴻
の
た
め
に
準
備
す
る
事
業
を
刺
戟
せ
や
し
て
、
(
現
在
消
費
の
た
め
に
)
:
:
:
:
準
備
す
る
事
業
を
沈
滞
せ
し
め

る。

it--:共
上
、
将
来
消
費
の
濠
想
は
、
著
し
く
現
在
消
費
の
今
期
の
経
験
に
某
礎
を
置
い
て
ゐ
る
の
で
、
現
在
消
費
の
減
少
は

将
来
消
費
を
泊
一
斑
せ
し
め
易
い
の
で
あ
れ
ジ
、
共
結
旧
で
貯
蓄
行
持
は
諸
消
費
財
債
怖
を
況
一
時
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
の
み
な
ら
守

i
l

-
-
-
現
貨
に
(
諸
投
資
財
産
議
)
を
も
:
:
・
:
阻
喪
せ
し
め
る
傾
向
を
持
つ
の
で
あ

L
o
」
「
斯
く
て
消
費
後
怨
は
、
鹿
岬
加
の
唯
一
つ
の
存

在
理
由
で
あ
る
が
放
に
、
共
他
の
事
情
に
し
て
同
一
で
あ
れ
ば
.
減
少
せ
る
消
費
性
向
は
雇
備
に
劃
し
て
抑
盤
的
穀
田
加
を
持
つ
と
い

叫
d

ふ
結
論
に
は
、
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
河
物
も
な
い
で

b
ら
う
。
」
立
凡
バ
放
に
、
所
得
税
、
附
加
従
及
び
相
続
税
の
如
き
直
接
税
は
、
治

品
川
位
向
佐
川
明
大
す
め
の
に
役
立
つ
ぴ
あ
ら
う
と
い
ふ
現
凶
か
ら
も
選
ば
れ
件
ゐ
よ

ケ
イ
ン
ズ
は
、
上
の
議
論
に
沿
い
て
、
二
個
の
重
要
友
事
責
を
宥
過
す
る
。
党
づ
第
一
に
、
諸
投
資
財
の
需
要
は
、
複
雑
し
た
分

業
の
た
め
に
、
諸
消
費
者
財
の
需
長
に
よ
っ
て
敏
感
に
影
響
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
貯
蓄
自
偲
は
投
機
的
動
機
の
た

め
の
現
金
保
有
率
を
増
大
せ
ヂ
、

一
方
治
安
H
U
取
引
動
機
の
た
め
に
保
有
す
る
貨
幣
設
を
減
少
せ
し
め
る
が
故
に
、
貯
蓄
性
向
の
増

大
は
、
諸
銀
行
の
準
備
金
を
増
大
す
る
傾
向
が
あ
る
で
る
ら
う
し
.
斯
く
て
銀
行
を
し
て
利
子
率
を
低
め
る
よ
う
に
誇
凶
し
、
斯
く

て
資
本
蓄
積
に
劃
す
る
誘
因
を
助
長
す
る
で
あ
ら
う
。

ケ
イ
ン
ズ
は
、

「
若
し
読
者
が
司
令
れ
で
も
猶
ほ
出
品
ひ
惑
っ
て
ゐ
る
な
ら
ば

可
-Z
亡
、

イ』

4
n
l

貨
幣
量
が
不
同
盟
で
あ
る
と

彼
を
し
て
、

き
、
新
府
組
首
汀
也
捕
は
.
現
託

ω利
ナ
李

ω
揚
官
民
減
刑
制
刷
版
回
出
に
て
保
付
し
た
い
と
品
ふ
組
乞
減
少
す
る
の
で
あ
る
か
、
と
自
問
せ

し
め
よ
う
。
」
。
と
言
ふ
に
し
て
も
、
貨
幣
量
を
不
愛
で
る
る
と
俄
定
す
る
た
ら
ば
.
(
貨
幣
量
は
、
貯
蓄
性
向
が
増
大
せ
ら
れ
る
に
つ

ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
に
闘
ナ
る
諸
問
題

^ 七

第
四
十
五
巻

五
二
七

第
四
麟

P 210. 
p. 211， pp.問中間6 をも見ょ。
pp・.372-374を見よ。
p. 213・
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れ
て
必
然
的
に
減
少
せ
ら
れ
る
と
珠
恕
ず
べ
き
何
等
の
現
尚
も
た
い
)
貯
蓄
の
た
め
に
生
じ
た
消
費
減
少
は
、
所
得
の
受
取
と
消
費
者

財
へ
の
支
出
と
の
間
の
朗
聞
を
橋
渡
し
す
る
た
め
に
、
以
前
に
要
せ
ら
れ
た
貨
幣
の
内
の
抽
出
子
か
を
解
放
す
る
に
蓬
ひ
た
い
し
、
斯

〈
て
諸
投
資
財
及
び
拙
労
働
の
取
引
の
た
め
に
利
用
し
得
る
貨
幣
量
を
榊
大
し
、
従
っ
て
投
機
的
動
機
の
た
め
の
現
金
保
有
率
の
低
下

に
依
頼
す
る
事
な
し
に
、
資
本
を
嶋
市
大
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
、

と
い
ふ
事
は
、
確
仇
に
十
分
明
瞭
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
し
私
は
、
是
以
上
此
問
題
に
と
ど
ま
ら
校
い
で
あ
ら
う
。
第
一
に
、
共
は
.
前
の
諸
間
に
あ
い
て
取
倣
っ
た
所
の
一
、
且
つ
釣
合

の
と
れ
た
い
組
長
い
取
抜
主
張
し
た
で
あ
ら
う
所
の
も
の
と
は
、
む
し
あ
阿
茶
た
れ
る
性
質
を
持
勺
て
ゐ
る
か
ら
で
る
り
、
第
二
に
、

私
が
原
稿
の
ま
L
で
読
む
名
春
を
持
ち
、
且
つ
間
も
な
く
現
は
れ
る
管
の
ラ
ン
ヂ
博
士
の
論
文
に
委
す
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

共
論
文
は
、

一
見
し
た
所
私
自
身
が
好
む
よ
り
は
よ
り
強
い
消
費
過
少
設
の
勾
を
と
ピ
め
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
主
と
し
て
ま
さ
し
く

此
問
題
を
限
指
し
て
ゐ
る
の
で
、
私
が
た
し
得
た
よ
り
は
は
る
か
に
包
括
的
に
取
扱
ひ
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

〔
附
録
I〕

一
般
的
諸
財
忙
就
い
て
。

ケ
イ
Y

ズ
は
、
全
開
と
し
て
の
生
産
高
(
す
た
は
ち
一
般
的
諸
財
)
及
び
共
債
格
水
準
と
い
ふ
諸
概
念
を
、

約
し
得
ぎ
る
二
個
の
集
積
は
、
共
自
開
の
中
に
、
数
量
的
へ
刀
折
の
た
め
の
素
材
を
持
ち
得
な
い
o
」
と
い
ふ
惣
由
を
以
っ
て
担
ー
ー
す
る
。

「
雑
多
左
諸
針
伯
郡
の
通

共
故
に
、

p
-な
る
概
念
を
使
用
す
る
の
は
不
適
首
の
や
う
に
忠
は
れ
る
か
も
し
れ
-
泣
い
。
誰
か
が
そ
う
考
へ
る
友
ら
ば
、

P
を
n円
円
円

:
:
等
、
々
の
省
略
と
考
へ
し
め
よ
う
。

と
に
角
、
ケ
イ
ン
ズ
は
、
雇
傭
迎
諭
を
取
扱
ふ
揚
合
、

ふ
二
個
の
基
本
的
注
目
早
佐
茸
だ
け
を
使
用
す
る
よ
う
に
」
提
議
す
る
。
然
し
我
々
は
、
貫
世
H
弊
貨
の
一
般
的
水
準
を
、
或
る
種
の
一

「
貨
幣
偵
値
目
京
及
び
雇
傭
量
と
い

般
的
諸
勢
賃
財
を
前
提
寸
る
事
友
し
に
考
へ
得
る
か
。

p. 39. 
p・ 4 1 •
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33) 



〔
附
録

E
U
消
費
性
向
に
就
い
て
。

ケ
イ
ン
ズ
は
斗
枇
舎
心
理
か
ら
み
れ
ば
.
綿
貫
物
所
得
が
増
大
せ
ら
れ
る
時
陀
は
、
綿
消
費
は
増
大
せ
ら
れ
る
が
、
所
得
の
増
大
と

同
ビ
ピ
け
で
は
左
い
。
」
と
い
ふ
事
を
確
信
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
が
、
消
費
は
、
資
物
所
得
が
依
然
と
し
て
増
加
し
つ
ピ
け
る
時

-
な
る
プ
l
ム
の
後
の
部
分
に
沿
い
て
、
貯
蓄
に
比
し
て
増
大
す
る
で
あ
ら
う
、
と
い
ふ
事
は
む
し
ろ
周
知
の
事
責
で
あ
る
J

プ
1
4

が
終
末
を
台
げ
る
の
は
、
消
費
が
所
得
増
加
と
歩
調
を
合
し
得
左
い
か
ら
で
は
な
〈
て
、
反
針
に
、
ま
さ
し
〈
相
川
則
的
に
繁
築
し
ゅ

〈
消
賛
市
場
の
民
只
中
に
た
い
て
で
あ
る
。

〔
附
録
目
〕

投
機
的
動
機
の
た
め
の
現
金
保
有
率
。

貨
幣
的
諸
校
利
K
闘
す
る
ケ
イ
ン
ズ
の
取
扱
は

少
〈
と
も
一
伺
の
特
殊
性
所
持
っ
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
山
共
同
、

引
ゾ
r
h
V
L
U
A

j
-
-
4
4
 

機
的
動
機
の
た
め
の
現
令
保
有
率
の
み
と
闘
聯
せ
し
め
る
。

ω剥ハは
B

貨
幣
的
諸
事
情
か
ら
生
や
る
所
の
諸
困
難
の
主
要
部
分
を
.
投

機
的
動
機
の
た
め
の
現
金
保
有
率
に
射
せ
し
め
る
。
時
怖
か
に
彼
は
、
投
機
的
動
機
の
た
め
の
現
金
保
有
率
を
強
調
し
過
ぎ
る
。
利
子

は
、
投
機
的
動
機
の
た
め
の
現
金
保
有
率
に
刻
し
て
と
同
じ
ゃ
う
に
、
消
費
性
向
及
び
投
機
的
動
機
以
外
の
た
め
の
現
金
保
有
率
に

も
閥
嚇
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
共
の
み
た
ら
や
・
投
機
的
動
機
の
た
め
の
現
金
保
有
率
が
、
現
事
貝
に
、
大
友
る
重
要
さ
を
有

す
る
と
い
ふ
事
も
問
題
で
あ
る
。
然
し
此
等
の
諸
論
結
は
‘
師
叫
に
多
〈
の
人
々
に
よ
っ
で
徹
氏
的
に
論
ぜ
ら
れ
た
が
敢
に
、
粉
々
詳

細
に
論
や
る
事
を
将
司
へ
る
で
る
ら
う
(
使
間
藤
弐
課
)
。

原
文
は
何
百
E

d
三
宅
z
d
]
5
0
5
2
Z
同
2
M
2
故
近
抗
所
載
、
在
倫
敦
柴
町
助
教
授
の
論
文
叩

2
5
〔

~
2
2
5
5
E
Zア
同

3
ロ
止
の
2
2
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一

4
r
gミ
。
『
同
目
立
♀
ヨ
目
E
F
H
E
2
2
m
m
E
Z
S
4
で
あ
る
。
題
目
だ
け
は
便
宜
上
、
小
生
之
を
改
め
た
。
課
文
に
つ
い
て
は
小
生
の
若
干
加
筆
し

た
る
と
と
ろ
が
あ
る
。
(
高
田
保
局
附
記
)
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